
中小企業の明日に向けて、経営の本質に迫るヒューマンドキュメント

＾一『100年企業』を目指す
新事業計画、着々進行中！

来年は『新生ラクナ』元年だ！
●ラクナ油脂（樹小林章氏
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休
耕
地
・
耕
作
放
棄
地
を

使
っ
て
高
品
質
の
生
薬
を

つ
く
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

危
機
感
は
当
然
製
薬
会
社
も
抱

い
て
い
る
。
窮
状
を
打
破
す
べ
く

製
薬
会
社
が
訪
ね
た
先
は
、
農
林

水
産
省
だ
っ
た
。

「
原
料
を
中
国
産
の
み
に
依
存

す
る
の
は
リ
ス
キ
ー
。
コ
ス
ト
差

は
2

、

3

倍
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

い
い
か
ら
国
産
栽
培
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
（
農
水
省

地
域
作
物
課
白
井
正
人
氏
）

農
水
省
は
要
望
を
受
け
、
早
速

予
算
化
。
薬
価
を
決
め
る
厚
生
労

働
省
、
製
薬
団
体
と
と
も
に
全
国

で
説
明
会
を
開
き
、
栽
培
者
を

募
っ
た
。
ど
ん
な
ス
ペ
ッ
ク
の
ど

ん
な
薬
草
が
欲
し
い
か
は
、
製
薬

会
社
が
リ
ス
ト
化
し
て
提
示
。
栽

培
者
と
製
薬
会
社
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
成
立
す
る
と
、
事
業
に
補
助
金

が
つ
く
。
対
象
と
な
る
栽
培
者
は

個
人
、
団
体
は
問
わ
な
い
。
農
家

に
も
限
定
し
な
い
。

こ
の
春
よ
り
全
国
約
3
0
カ
所
で

試
験
杖
培
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
収
り
組
み
は
す
で
に

肌
小
や
i
i
i
町
村
が
独
自
に
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

い
ず
れ
も
中
山
間
地
な
ど
の
休

回中国産 1

6次産業化で
ジャパン・フランドの
高品質漢方薬をつくれ1

「漢方薬シンポジウム」の光景。行政の積極

的な参加も増えている。その 1 つ奈良県は県

や県立医大などが中心となり、生薬立県を目

指す。一方、先端医療開発特区に指定された

神奈川県は、漠方と西洋医学を融合し、神奈

川の世界的な医療ブランドの構築を図る。

渡
辺
教
授
は
、
質
の
良
い
漢
方

薬
を
安
定
供
給
さ
せ
る
た
め
に
も

「
漢
方
が
農
業
の
み
な
ら
ず
、
エ

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
統
合
し
た

6

次
産
業
化
が
必
要
」
と
訴
え
る
。

そ
こ
で
自
ら
が
発
起
人
と
な
り

立
ち
上
げ
た
の
が
「
一
般
社
団
法

漢
方
の
6

次
産
業
化
で

1
0兆
円
を
創
出

耕
地
・
耕
作
放
棄
地
を
抱
え
る
地

域
だ
。
薬
草
は
付
加
価
値
が
高
い
。

ま
た
新
薬
と
違
い
、
原
料
が
既
存

の
漢
方
薬
に
使
わ
れ
て
い
る
た

め
、
ス
ペ
ッ
ク
さ
え
合
え
ば
す
ぐ

使
え
、
現
金
化
が
速
い
。

た
だ
現
状
製
薬
会
社
と
栽
培
者

と
い
う
「
点
と
点
」
の
取
引
で
あ

る
た
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
ら

な
い
。
医
療
向
け
漢
方
薬
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
、
現
状
1
3
0
0

億
円

ほ
ど
。
医
薬
品
全
体
の
7

兆
円
か

ら
す
る
と
か
な
り
小
さ
い
。

人
漢
方
産
業
化
推
進
研
究
会
」
だ
。

農
水
省
の
白
井
氏
は
、
「
(
6次

化
に
よ
り
市
場
が
広
が
れ
ば
）
専

用
機
械
や
新
た
な
促
成
栽
培
方
法

な
ど
が
開
発
さ
れ
る
可
能
性
は
あ

る
。
一
部
水
耕
栽
培
な
ど
の
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

細
や
か
な
日
本
の
農
業
と
モ
ノ

づ
く
り
技
術
が
組
み
合
わ
さ
れ

ば
、
よ
り
高
効
率
で
質
の
高
い
漢

方
薬
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

現
在
、
同
研
究
会
に
は
医
療
機

関
、
製
薬
会
社
、
農
業
関
係
者
な

ど
の
ほ
か
、
県
や
市
町
村
、
製
造

業
、
建
設
、
I
T

、
物
流
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
が
個
人
、
企
業
を
問

わ
ず
参
画
し
て
い
る
。

研
究
会
事
務
局
を
務
め
る
三
菱

総
合
研
究
所
の
福
田
健
氏
に
よ
れ

ば
、
「
食
品
や
化
粧
品
、
サ
プ
リ

メ
ン
ト
な
ど
関
連
す
る
市
場
を
取

り
込
む
こ
と
で
、
将
来
的
に
は

1
0
兆
円
の
市
場
創
出
が
可
能
」
と

い
う
。

高齢化をひた走る日本。膨れ上がる医療・介護費

の抑制の切り札の1 つとして注目を集めているのが漢

方だ。人間本来が持つ自然治癒力を引き出しながら、

マイルドに病気を治していく漢方は、西洋医学との融

合による新たな治療開発や創薬への期待もかかる。

だがその漢方が危機に瀕している。世界的な漢

方薬ニーズの高まりや中国との関係悪化などにより、

原料の薬草や薬樹の入手が難しくなっているのだ。

こうした状況に鑑み、良質な薬草確保のために業

界や省庁の枠を超えた薬草国産化の取り組みが静か

に始まっている。目指したのは、高品質なジャパン・

ブランドの漢方薬と世界最先端の漢方医学だ。

収穫後の芍薬（シャクヤク）と収穫前の芍薬畑。

休耕地の活用に期待がかかる（写真：奈良県提供）

医師の枠を超えて、漢方の産業化に尽力す

る慶応義塾大学漢方医療研究センターの渡

辺賢治教授。「漢方は農業と地方の再生の
鍵を握っている。国の将来に関わる問題で

すから、オールジャパンで取り組んでもら

いたいと思っています」自ら「一般社団法

人漢方産業化推進研究会」も立ち上げた。

奈良嗅での薬草栽培の様子。当帰

（トウキ）の掘り起こし（左）と苗
（写真：奈良県提供）

2
0
0
1

年
に
医
学
部
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
漢
方
医
学
が
加
わ
っ

て
以
降
、
医
療
の
現
場
で
漢
方
薬

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い

る
。
す
で
に
医
師
の
約

8

割
が
漢

方
薬
を
処
方
し
て
い
る
。
保
険
が

適
用
さ
れ
る
漢
方
薬
も
約
1
5
0

種
類
に
も
の
ほ
り
、
が
ん
な
ど
の

難
治
性
の
疾
患
に
も
積
極
的
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
漢
方
は
（
今
後
求
め
ら
れ
る
）

統
合
診
療
の
究
極
で
あ
り
、
究
極

の
全
人
医
療
」
と
語
る
の
は
、
慶

応
大
学
付
属
病
院
漢
方
医
学
セ
ン

漢
方
が
医
療
・
介
護
負
担

軽
減
の
切
り
札
に

漢
方
薬
の
国
際
標
準
化
を

狙
う
中
国
と
韓
国

タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長
の
渡
辺
賢
治

教
授
だ
。
渡
辺
教
授
に
よ
れ
ば
、

漢
方
が
医
療
現
場
に
さ
ら
に
広
ま

る
こ
と
で
、
医
療
や
介
護
の
負
担

抑
制
に
繋
が
る
と
い
う
。

「
西
洋
医
学
は
病
気
を
特
定
し

て
治
す
の
に
対
し
、
漢
方
医
学
は

人
間
全
体
を
診
て
治
療
す
る
。
人

は
高
齢
に
な
る
と
あ
ち
こ
ち
に
病

気
が
出
る
し
、
加
齢
に
よ
る
変
化

も
起
こ
る
。
今
後
高
齢
者
が
増
え

る
と
ょ
病
気
を
治
す
ク
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
、
医
療
費
が
い
く
ら

あ
っ
て
も
足
ら
な
く
な
り
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
病
気
を
抱
え
る

：
人
間
を
治
す
ク
と
い
う
漢
方
の

考
え
で
、
体
全
体
を
改
善
し
維
持

さ
せ
る
ほ
う
が
体
に
も
財
政
に
も

い
い
は
ず
」

そ
の
漢
方
が
深
刻
な
危
機
に
直

面
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と

来
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

現
在
日
本
で
使
用
さ
れ
る
漢
方

薬
の
原
料
と
な
る
薬
草
、
薬
樹
は

8
8％
が
中
国
産
だ
。
な
か
に
は

1
0
0

％
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
世
界
中
で
の
漢

そ
の
突
破
口
と
し
て
掲
げ
る
絵

が
「
漢
方
国
家
戦
略
特
区
」
だ
。

特
区
で
は
、
例
え
ば
質
の
い
い

国
産
薬
草
で
あ
れ
ば
薬
価
を
変
え

た
り
、
食
品
や
化
粧
品
に
使
う
場

合
は
薬
効
表
示
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
あ
る
い
は
薬
草
が
無
駄
な

く
使
え
る
よ
う
に
、
薬
の
原
料
と

し
て
は
基
準
に
達
し
な
く
て
も
食

品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
に
使
え

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
規
制
を
外

し
た
り
、
変
え
る
こ
と
で
、
漢
方

の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
。

福
田
氏
と
同
じ
三
菱
総
研
の
陳

莉
玲
氏
は
、
「
日
本
は
江
戸
時
代

に
は
1
8
0

種
類
の
も
の
生
薬
を

つ
く
っ
て
い
た
。
そ
の
地
域
特
性

に
合
う
生
薬
を
探
っ
て
い
け
ば
、

肉
で
言
え
ば
松
阪
牛
の
よ
う
な
特

産
ブ
ラ
ン
ド
生
薬
も
で
き
る
は

ず
」
と
期
待
を
込
め
る
。

も
ち
ろ
ん
国
家
戦
略
を
謳
う
以

上
、
目
線
の
先
に
は
世
界
が
あ
る
。

渡
辺
教
授
は
「
日
本
の
医
薬
品

に
対
す
る
信
頼
は
厚
い
。
目
薬
な

ど
、
セ
ル
フ
メ
デ
イ
ケ
ー
シ
ョ
ン

分
野
の
薬
は
中
国
富
裕
層
に
非
常

に
売
れ
て
い
る
。
高
品
質
で
安
全

中
国
産
依
存
率
8

割
以
上

価
格
は
5

年
で
倍
に

" 

な
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
漢
方
薬

は
、
世
界
市
場
で
も
支
持
さ
れ
る

は
ず
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

た
だ
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。
と
い

う
の
も
中
国
、
韓
国
が
自
国
品
質

で
の
国
際
標
準
化
を
目
論
ん
で
い

る
か
ら
だ
。

そ
も
そ
も
漢
方
は
日
本
独
自
の

も
の
で
、
中
国
の
「
中
医
」
、
韓

国
の
「
韓
医
」
と
は
別
の
発
展
を

し
て
き
た
。
気
に
す
る
必
要
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
仮
に
中

韓
が
国
際
標
準
を
取
れ
ば
、
世
界

に
お
け
る
日
本
漢
方
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
は
下
が
る
だ
ろ
う
。
打
て
る
手

は
早
く
打
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

も
っ
と
も
渡
辺
教
授
は
産
業
化

の
最
大
の
目
的
を
「
医
療
を
含
め

た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
」
に
置

い
て
い
る
。
「
都
市
の
暮
ら
し
は
、

地
方
に
住
む
人
が
山
や
森
、
水
を

守
っ
て
い
る
か
ら
成
り
立
つ
。
だ

か
ら
地
方
に
住
む
人
が
ち
ゃ
ん
と

生
活
で
き
る
環
境
・
産
業
を
つ
く

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
」
。

漢
方
を
守
る
こ
と
。
そ
れ
は
日

本
の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
こ
と
で
も

あ
る
。 疇女竹保•R
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青森県では、建設業の振興

策として、休耕地を利用し

薬草を育て製薬業者と結び

つける「薬箱プロジェクト」
を実施、小林製薬の「命の母」

などに採用されている。

方
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
、
経
済
成

長
に
伴
う
中
国
国
内
の
漢
方
薬
の

需
要
増
で
、
輸
出
に
制
限
が
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

は
市
場
拡
大
を
見
込
ん
だ
投
機
マ

ネ
ー
が
流
入
、
こ
こ
5

年
で
約
2

倍
に
上
が
っ
た
。

「
レ
ア
ア
ー
ス
な
ら
ぬ
レ
ア
プ

ラ
ン
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
」
（
渡

辺
教
授
）
と
い
う
。

仮
に
仕
入
れ
単
価
が
上
が
っ
て

も
販
売
価
格
に
転
化
で
き
れ
ば
い

い
。
し
か
し
保
険
適
用
薬
に
は
薬

価
基
準
が
あ
り
、
勝
手
に
値
上
げ

は
で
き
な
い
。

結
果
、
質
に
も
影
響
が
出
る
よ

う
に
な
っ
た
。
利
益
が
出
せ
な
い

製
薬
会
社
の
な
か
に
は
保
険
適
用

漢
方
薬
の
製
造
を
止
め
る
ケ
ー
ス

も
出
て
き
た
。
と
く
に
深
刻
な
の

は
生
薬
。
作
り
置
き
で
き
な
い
の

で
時
価
と
な
る
か
ら
だ
。

「
漢
方
薬
は
刻
み
生
薬
の
形
が

本
来
の
姿
。
品
質
の
い
い
生
薬
が

出
回
ら
な
い
と
な
る
と
、
漢
方
医

師
と
し
て
の
腕
が
発
揮
で
き
な
く

な
る
。
結
局
誰
が
不
利
益
を
被
る

の
か
と
言
え
ば
、
患
者
さ
ん
で
あ

り
、
国
民
の
皆
さ
ん
。
こ
の
ま
ま

で
は
日
本
の
医
療
の
質
が
保
て
な

ぃ
ー
」
と
、
渡
辺
教
授
は
危
機

感
を
募
ら
せ
る
。
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